
資料3  

京都府 平成22年度の指定推薦等状況  と想定される患者受療動向  

①京都  
（∋京都  

（卦京都  

④京都  
⑤京都  
⑥独立  
⑦社会  
⑧市立  

立医科大学附属病院★（更新）  

学医学部附属病院★（継続）  

ニ赤十字病院（更新）  

立病院（更新）  

一赤十字病院（更新）  

政法人国立病院機構京都医療センター（更新）  

祉法人京都社会事業財団京都桂病院（更新）  

知山市民病院（更新）  

政法人国立病院機構舞鶴医療センター（更新）  

丹後医療圏に住むがん患者  
は、中丹医療圏へ受診する  
ため、⑧⑨の病院で2つの  
医療圏をカバーする。  白の医療圏）  

⑨独立子  

・京都・乙訓医療圏及び中丹医療圏は各拠点病院が医療圏内の各  
地区及び周辺医療圏について役割分担する。（地域的役割分担）  
・また、京都第一赤十字病院のがん看護研修、舞鶴医療センターに  
おける精神腫癌学等、機能的な特色を生かし、府内全体のがん診  
療水準の向上についても役割分担する。（機能的役割分担）  

中丹医療圏  

南丹医療圏  
（空自の医  京都・乙訓医療圏  

都道府県がん診療連携拠点病院については、京都府立  
医大の地域ネットワーク、京大病院の人材育成など優れ  
た点を活かし、協力して地域がん診療連携拠点病院へ  
の指導的役割を果たす。  

南丹医療圏に住むがん患者は  
京都・乙訓医療圏へ受診する  
が、おもに④⑦の病院が南丹  
医療圏と京都・乙訓医療圏の  
がん患者をカバーする。  

山城南医療圏に住むがん患者は、  
京都・乙訓医療圏へ受診するが、  
おもに⑥の病院が山城南医療圏と  
京都・乙訓医療圏のがん患者をカ  
バーする。  

山城北医療圏に住むがん患者は、京都・乙  
訓医療圏へ受診するが、おもに③⑤の病  
院が山城北医療圏と京都・乙訓医療圏の  
がん患者をカバーする。  

（空白の  

京都府におけるがん診療連携拠点病院数一機能的役割分担等について  

必要な  
二次医療圏  人口  拠点病院  

機能的役割分担  
拠点病院数  （下記分野で医療等の水準向上に取り組む）   

丹後医療圏  11万人   ※  

中丹医療圏  
血液がん、IMRT、小線源（府北部）  

21万人   
精神腫瘍学、温熱療法   

南丹医療圏  15万人   （1）＼   ※  

京都市南西部   肺がん治療、薬剤師研修  

乙訓  血液が  ん、小児がん、小線源、腔内照射  

京都・  7～8  

乙訓  
京都市北西部  

162万人   

京都第二赤十字病院    連携  

京都市南東部  
京都第一赤十字病院  消化器、婦人科がん、看護師研修  

化学療法、患者との連携   

山城北医療圏  45万人  

山城南医療圏  12万人   （1）／   ※  

※がん診療連携拠点病院のない医療圏については、がん診療連携拠点病院と連携し、当該圏域における医   

療水準の向上、連携体制の構築を目指す「地域がん診療連携協力病院」（4病院）を設置。   

・相談支援センター設置、近隣拠点病院と連携し診療連携会議を開催する等の取組を実施中   

・21年度1病院3′000千円補助   

丹後：京都府立与謝の海病院、南丹：公立南丹病院、山城北：第二岡本総合病院、山城南：公立山城病院  
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京都府のがん診療連携拠点病院等への支援・連携推進の取組  

運営助成   
○がん診療連携拠点病院に対し、国単価の満綾を補助  

21年鹿部道府県拠点：28′000千円、地域拠点：22′000千円   

○認定看護師（がん放射線療法看護）養成講座開設。全国かち受講生受入  
専門従事者確保  

※京大病院、京都府立医大病院が協力し講師派遣。21年9月～ 定員30名／年   

○がん診療連携協議会・部会（拠点病院間の連携）  

連携推進  ○戟略会議（府立医大・京大の連挨）  

O「地域がん診療連携協力病院」の設置。近隣拠点病院と連携し診療連携会議開催等   

○拠点病院での国指針に基づく緩和ケア研修開催のため、府で先行実施（全国初。京都府立医大  
その他支援  

病院が積極的関与）⇒21年10月現在で修7者数全国5位（379名）   

がん診療連携拠点病院が医療圏の数等を超えて指定されることによる相乗効果  

○がんプロフェッショナル養成プランで専門医療従事者養成（放射線治療医5名、がん薬物療法専門  

化学療法・放射線療法     医21名、がん専門薬剤師3名、医学物理士・放射線治療品質管理士6名等）。府内への就職奨励。   

等の専門医療従事者の  ○府立医大・京大合同研修会の開催（化学療法）   

確保   ○各拠点病院の特色を踏まえた研修の開催（京都府立医大＝中核病院緩和ケアチーム向け研修、  

京都第一日赤－・がん看護 等）   

○京都府がん診療連携協議会に地域連携パス部会及びワーキンググループを設置。我が国に多い  
地域との連携推進  

がん等について府城統一版の地域連携パスを作成予定。（前立腺がんについて統一パス試行）   

緩和ケアの推進   
○がん診療連携拠点病院の未設置医療圏における国指針に基づく研修の開催（山城北医療圏、各  

拠点病院から講師派遣）   

患者等への情報提供の  ○がん患者サロンを設置している拠点病院 20年度3／9病院 ⇒21年度6／9病院   

充実   ○相談支援センターのある二次医療圏  20年度2／6医療圏う21年度6／6医療圏   

311 鳥 取 県  
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l■  平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向    一 ■ ●■ －－  

隣接医療圏との連携  
・松江医療圏に住むがん患者  
を主に①の病院でカバーする  

隣接医療圏との連携  
・主に東部医療圏北部及び  
但馬医療圏に住むがん患者  
を②の病院でカバーする。  
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主に医療圏南部  
に住むがん患者  
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中部医療圏  東部医療圏  
西部医療圏  

中部医療圏に住むがん患者を  
④の病院でカバーする。  

【複数指定の理由】  

○病院間の診療機能分担  

○診療患者の通院圏域  

【複数指定の理由】  

○県拠点病院と地域連携拠点病院の役割  
分担（2病院の役割分担の明確化）  
①の病院で全県のがんに関する医療支援、高度医  
療の提供及び専門医の人材育成等  
⑤の病院で西部医療圏の地域に密着した診療機  
能・相談支援機能などきめ細かいがん医療を提供  

①鳥取大学医学部附属病院★   

（平成20年2月8日指定）  

②県立中央病院（平成19年1月31日指定）  

③鳥取市立病院（平成19年1月31日指定）  

④県立厚生病院（平成20年2月8日指定）  

⑤米子医療センター（平成20年2月8日指定）  

一185－  

※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値  

年間患者実数 薬物療法  
肺がん  胃がん手術 大腸がん手術 肝臓がん  乳がん   

拙
 
 

眠
批
掴
掴
裾
…
拙
 
 

晰
㌫
棚
捌
拍
拙
 
 

のべ患者数   
年
入
着
占
が
香
合
一
 
 

新
が
者
月
2
 
 

明
媚
用
附
憲
 
 
 

摘
獅
刷
 
 

新
息
に
る
息
割
 
 

間
院
数
め
ん
の
 
 

（1月～12月）  

瞞
軸
 
 
 

凋
紬
 
 
 

棚
 
 

外
射
 
 

体
照
 
 

欝
朋
珊
踪
翻
の
 
 

癌
備
 
 

乳
手
 
 
 

膿
術
 
 

蘭
手
 
 
 

棚
開
 
 

腹
柿
 
 

間
手
 
 

棚
晶
輌
㈱
 
 

腹
術
 
 

蘭
川
手
 
 

縫
術
 
 

腔
手
 
 

胸
下
 
 

胸
術
 
 

聞
手
 
 

，★更新（3・357）（29・0）（329）  

属病院  2．354 ほ6176  

2
 
 
0
 
 

▲
T
 
 
 
7
 
 

0
 
 
 
，
－
 
＝
 
 
2
 
 

4
 
 

1
 
 
 
2
 
 
 
 
 
 
2
 
 
 
7
 
 

1
 
 
 
■
・
l
 
 
 
 
 
 
 
（
 
 

6
 
 
 
8
 
 
 
 
 
 
＜
U
 
 
 
つ
J
 
 

2
 
 
・
l
 
 
 
 
 
 
 
（
 
 

2
 
 
∧
U
 
 
 
 
 
 
2
 
 
7
 
 

3
 
 
 
■
－
 
 
 
 
 
 
0
 
 
 
3
 
 

0
 
 
【
U
 
 
 
 
 
 
5
 
 
7
 
 

（0）（386）（0）（289）（121）（1り  

0  313  10  240  211  9  

0
 
 
 
0
 
 

相
 
羽
 
 

中央（2・253）（29・0）（76）（り  

2 更新芸嘉 2．34527．8690   

3 更新市立（－・60り（20・3）（52）（5）  

1．227 17．8 106   8  

（0）（133）（0）（1氾）（434）（川 （7）（0）  

0  93   0 12D lO2  14  390   0  

（4）（11）（0）（12）（2）（川 （D）（6）（0）（130）（0）（112）（207）（27）（254）（0）  

1  8  0 14  4  2  1  6  0 109  3  57 121 12 3槌  0  

（7）（10）（0）（3）（り （0）（3）（8）（0）（104）（0〉（140）（25ヰ）（0）（101）（0）  

5  5  3  T O  3  2  9  0 103  0 220 157  0 129  0   

（5）（5）（0）（7）（1）（1）（り （5）（0）（柑4）（0）（80）（…）（19）（帥 （4）  

4 更新厚生   

5 更新  

（866）（け0）（ヰ刀 （0）   

909 17．8  39   0  

（986）（2丁．2）（4g）（2）  

1・251 33・9  39 1 3  3 1 7  0  0  0 11 0 川a O 173 318 11 87  2  

－186－   



鳥取県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向  

隣接医療圏との連携  
・主に東部医療圏北部及び  
但馬医療圏に住むがん患  
者を②の病院でカバーする。  

隣接医療圏との連携  
・専門医の育成及び松江医  
療圏に住むがん患者を主  
に①の病院でカバーする。   

但烏  
医療圏  
（兵庫県）  

／   

J  

J  

一  
l  

I  

l  

l  

l  

1  

1  

1   

1   

1  

l   

松江  
医療圏  
（島根県）  

一 一 ■ － ■  ●－ －  

∴二＿回二  
主に東部医療圏南部  
に住むがん患者を③  
の病院で診療。  

中部医療圏  東部医療圏  

西部医療圏  

中部医療圏に住むがん患者は④  
の病院が受け持つ能力があり、受  
入れ体制が整備されている。  

【複数指定の理由】  
○病院間の診療機能分担  
②の病院は血液がんなど希少ながん診療  
を行える「高度先進型」  
③の病院は地域連携、在宅ケアも含めた  
緩和ケアの充実を図る「地域密着型」  
○診療患者の通院圏域  

【複数指定の理由】  

○県拠点病院と地域連携拠点病院の役割分担  
（2病院の役割分担の明確化）  

（Dの病院で全県のがんに関する医療支援、高度医  
療の提供及び専門医の人材育成等  
（9の病院で西部医療圏の地域に密着した診療機  
能・相談支援機能などきめ細かいがん医療を提供  

①鳥取大学医学部附属病院★（更新）  

②県立中央病院（更新）  

③鳥取市立病院（更新）  

④県立厚生病院（更新）  

⑤米子医療センター（更新）  

ー18ト  

指定推薦に係る鳥取県の考え方  

がん診療連携拠点病院の整備方針－  

○本県のがん対策推進計画により、都道府県がん診療連携拠点病院を1病院、地域がん診療連携拠点病院を二次   
医療圏（東部一中部・西部）において、概ね1箇所程度整備する。  

○都道府県がん診療連携拠点病院を核に、地域性・専門性等を踏まえ各医療圏に指定された地域がん診療連携拠   
点病院と共に行う、県全域及び隣接県（島根県及び兵庫県）医療圏域の住民に対するがん医療の提供。  

○県民が身近な地域（各医療圏）で、安心して質の高いがん医療が受けられる診療体制の構築。  

○がん診療連携拠点病院を中心とした地域医療との連携、がん医療の均てん化を実現する体制の推進。  

ニ次医療圏数を超える数の医療機関を指定する理由  
東部医療淵   

1病院間の診療機能分担  2 がん患者の通院圏域  3 複数指定されることの効果   

○圏域全体において、身近な地域で高度   
な質の高い医療の提供が図られる。  

○隣接医療圏の実質的な地域がん拠点   
病院機能の一部を果たす。  

○両病院の専門的医療体制の充実と、  
医療水準の向上。  

○両病院の特性を生かした連携による、  
がん医療の均てん化。  

○医療機器の共同利用などにより、早期  
診断を図っており、診療の連携協力体  
制の整備がより一層図られる。   

県立中央病院  県立中央病院  

○腫療内科、血液がん、婦人科がんの  
学会認定専門医を配置し、幅広い高  
度の急性期がん医療を提供。  

○隣接医療圏の一部も視野に入れた、  
血液がんなど希少ながんの診療を行  
える「高度先進型」  

○主に東部医療圏北部及び但馬医療圏  
（兵庫県北部地域）のがん医療の提供。  

■隣接医療圏からの入院患者率（H20）  

・但馬医療圏12．5％  

鳥取市立病院  

○主に東部医療圏南部を中心とする   
がん医療の提供。  

■2病院間の入院患者構成比（H20）  

鳥取市立病院  

○きめ細かい放射線治療体制及び緩   
和ケア体制の充実。  
（JASTRO認定協力施設）  

○地域との連携、在宅ケアを含めた緩   
和ケアの充実を図る「地域密着型」  区 分  中央病院  市立病院  医療圏北部  61％  39％  医療圏南部  35％  6S％   

※両院は外来患者数でも同様の傾向  
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二次医療圏数を超える数の医療機関を指定する理由  

西部医療圏  

1都道府県がん診療連携拠点病院との役割分担  2複数指定されることの効果   

○今後とも2病院の役割分担を明確にし、  

それぞれの機能を十分に発揮できるよう、  
ハード及びソフトの両面からがん診療連携  
拠点病院を整備することで、がん医療水準  
の均てん化が推進される。  

○西部医療圏でのより充実したがん診療体  
制の向上につながるものと期待与れるす  

鳥取大学医学部附属病院  （都道府県診療連携拠点病院）  
○全県を見据えた積極的な集学的治療  

○各種がん関連学会専門医を始めとする、県全体でがん医療に携わる   
人材を育成する機能  
○地域がん診療連携拠点病院等に対する情報提供、診療支援機能  

○隣接する医療圏（松江医療圏）のがん医療の提供。（島根県で策定され  
ている［烏根県保健医療計画」において専門的ながん診療を担う医療＋   

機関として位置づけ）  

■隣接医療圏からの入院患者率（H20）：松江医療圏17％  

米子医療センター  （地域がん診療連携拠点病院）  

○地域に密着した診療機能・相談支援機能体制  

○放射線治療や緩和医療などを含めたきめ細かいがん医療を提供  

○地域の医療従事者を対象とした在宅療養に向けた研修、地域住民を対   
象としたフォーラム等の開催など、地域密着型の研修、啓発活動  

拠点病院推薦書チエクリストで指摘された項目について  

『緩和ケアチームと主診療科との定期カンファレンス開催記録』（別紙11）  

※整備指針：週1回程度の開催（2ケ月間で8回程度＜許容範囲は4回以上＞）  

県立厚生病院  

○カンファレンス開催状況  
・調査期間の6月は療病コントロール不良の患者がなかったため開催実績がなく、7月に4回の症例検討実績があり、許容範囲  

内で要件を満たしている。8月以降は4回（月／回）程度のカンファレンスを開催。  

○今後の開催方針  
・確実に週1回（毎週木曜日）のカンファレンスを定期開催することとしている。  

一189－  
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岡山県 平成21年4月1日現在の指定状況と   患者受療動向  

真庭医療圏に住む患者は、県南東部医療  
圏及び津山・英田医療圏に受診することが  
多く、主にこれらの医療圏の病院でカバーす  
る。  

真庭医療圏  
（空白の医療圏）  

津山■英田医療圏  

高梁■新見医療圏  
（空白の医療圏）  

県南東部医療圏  
高梁・新見医療圏に住む患者は、  
県南西部医療圏に受診することが  
多く、主にこの医療圏の病院でカ  
バーする。  

県南西部医療圏  

①岡山大学病院★（平成18年8月24日）  

②岡山済生会総合病院（平成20年2月8日）  
③総合病院岡山赤十字病院（平成20年2月8日）  

④倉敷中央病院（平成20年2月8日）  

⑤津山中央病院（平成20年2月8日）  

⑥岡山医療センター（平成20年2月8日）  

⑦川崎医科大学附属病院（平成20年2月8日）  

も．  
b、♂  
▽  
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がんに係る  相談  
年間入院患者数   

治療件数（手術件数）6′、■7月の集計  
薬物療法  

の状況  放射線治療     （6月～7月の  

集計）  ター   

肺がん            乳がん  
年間患者実 数  

べ患者数   緩和ケ  年間新  （1月，12月）  支援   
アチー   

県  申請 区分  病院名  ムに対 する  
院がん患 （1  

視鏡  
建術  
（乳房  

新 規診療  
件数  

（％）   
（EHR）   

者致 月～12 月）   

に行う  計）   

もの   

l  県  新  岡山大学  （1951）  （12．8）  （278）  田  （24）  四  （0）  （21）  田  （5）  （48）  （21）  （0）  （611）  （139）  （374）  （448）  （8）  田  （0）       087  13 
院   2  i7  317  13  22  10  0    皿  17  35  24  0  275  114  472  470  8  93  0   

岡山済生 会総合病  
2  域  更新    院  2846  （22．8）  （17年）  （3）  （13）  （21）    （30）  （3）  （24）  （33）  （14）  （0）  （246）  （0）  （143）  （663）  （14）    （0 

総合病院  
3  域  新   岡山赤十  （1633）  （15．4）  四  （3）  田  皿  （0）  （2）  （0）  （2）  （3）  （15）  （0）  （165）  （0）  （99）  （g5）  （23）  （62）  （0）  

病院   
1713  15．3  66  3  田  ロ  0  3  0  6  6  6  0  233  0  92  89  田  田  0   

4  也域  更新  敷中央  （6885）  （2乙4）  （234）  （5）  四  （30）  （5）  （28）  （4）  田  （20）  （26）  （0）  （607）  （5）  （736）  （345）  （13）  （222）  （0）     丙院  6895  22．5  265  8  31  35  5  35  l  2  14  16  0  605  5  541  442   6  184  10   

6  域  新  津山中央  （1853）  （18．1）  （129）  団  田  四  （0）  （19）  （り  （0）  団  （10）  （0）  （173）  （0）  四  （227）  （16）  団  （0）       1794  17 
丙院  ．7  142      19  0  15  2    10  6  0  179  0  124  651    118  0   

国立病院  

6  域  新   補間山  （3519）  （24．6）  （86）  （4）  （18）  （8）  （0）  （15）  （り  （5）  （0）  （8）  （0）  （199）  （0）  （149）  （51）  （8）  （52）  （0）     医療セン  
ター   

ll崎医科 学附属  （3682）  （26．0）  （175）  （5）  四  （19）  （0）  （32）  （6）  （3）  （6）  （42）  （3）  （562）  （67）  （217）  （251）  （15）  （82）  （0）  
7  域  新                                                院  3242  22．2  102  4  6  15  8  10  4  2  3  38  l  586  皿  210  301  12  243  0   

－192一   



岡山県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向   

真庭医療圏に住む患者は、県南東部医療圏  
県南西部医療圏及び津山・英田医療圏に受  
診することが多く、主にこれらの医療圏の病 
院でカバーする。  

真庭医療圏  
（空白の医療圏）  

津山・英田医療圏  

‾首梁丁新見医頂周 （空白の医療圏）  

高梁■新見医療圏に住む患者は、  
県南西部医療圏及び県南東部医  
療匡＝こ受診することが多く、主にこ  
れらの医療圏の病院でカバーする  

（D岡山大学病院★（更新）  

②岡山済生会総合病院（更新）  

③総合病院岡山赤十字病院（更新）  

④倉敷中央病院（更新）  

⑤津山中央病院（更新）  

⑥岡山医療センタ「（更新）  

⑦川崎医科大学附属病院（更新）  

県南西部医療圏  

も。  
b、♂  
▽  

－193－  

今回の指定推薦に係る岡山県の考え方  

県内のがん医療の推進は、県がん診療連携拠点病院である岡山大学病院を中心に6つの地域がん診療  

連携拠点病院がそれぞれの特徴を生かして、得意分野などで県全体をリードし、高いレベルでの均てん化  

に貢献するとともに、圏域の枠を超えて相互に緊密に連携し、一丸となってがん医療の充実■向上に取り組  

んでいくこととが重要であると考えています。  

岡山大学病院 （県南東部）   
・岡山県がん診療連携協議会の運営  
がん登録、相談支援、地域連携パス、がん看護、  
緩和ケア研修等の部門を運営   
・地域がん診療連携拠点病院への研修・支援   
・多職種のがん専門職を養成  等  

県がん診療連携拠点病院  

津山中央病院（津山横田）  
■県北部の救急医痕やがん医療において中心的  
役割を担う  
・かかりつけ医を推奨し、地域連携を推進   

地域がん診療連携拠点病院  

川崎医科大学   

附属病院   
（県南西部）  

・ドクターヘリ活用に  
よる医療連携を推進  
・がん専門医・コメデ  
ィカルの生涯教育  
・高度な乳がん医療  
を提供  

倉敷中央病院   
（県南西部）  

・入院・外来患者・  
とも県内最大  
・圏域を超えて紹介  
患者が多い  
・地域連携パスを県  
内で初めて作成し、  
県内をリード  

岡山済生会   

総合病院   
（県南東部）  

・胃・大腸・肝臓がん等を  
専門とする  
・緩和ケア病棟を唯一有  
し、緩和ケアの普及で  

国立病院機構  

岡山医療センター  
（県南東部）  

・交通の要衝にあり、  
県北部と連携を推進  
・血液がんり小児がん  
で全県の中心的役割  
を担う  

総合病院  

岡山赤十字病院  
（県南東部〉  

・がんに特化した相談  
支援センターを設置  
・相談支援に全県の中  
心的役割を担う  

全県の中心的役割を担  

ー194－   



《圏域ごとの推薦病院について》   

●県南東部医療圏は、面積が広大で、多数の人口を擁し、県中北部の整備されてい   
ない「高梁・新見」「真庭」の2つの医療圏の専門的ながん医療をカバーし、また特定   
の分野ごとに全県的な役割を担う病院があることから、複数の地域がん診療連携   
拠点病院が必要である。また県がん診療連携拠点病院がこの医療圏に位置し、が   
ん診療連携協議会の積極的な運営や医療連携体制の推進を担っている。  

よって、県がん診療連携拠点病院として1病院 岡山大学病院、また地域がん診   
舎熊、総合病院岡山赤十字砧  

● 県南西部医療圏は、多数の人口を擁し、県中北部の整備されていない「高梁t新見   
」、「真庭」の2つの医療圏の専門的ながん医療をカバーし、また特定の分野ごとに   
全県的な役割を担う病院があることから、複数の地域がん診療連携拠点病院が必   
要である。   

よって、地域がん診療連携拠点病院として、2病院 倉敷中央病院、川崎医科大学  
附属病院を  薦する。  

● 津山・英田医療圏おいては、県中北部の中   
がん診療連携拠点病院として推薦する。  

核医療機関である津山中央病院  

ー195－   

38 愛 媛 県  
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画コ  愛媛県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  

今治医療圏  
八幡浜・大洲医療圏に  
住むがん患者は、松山  
医療圏で受診するた  
め、おもに⑤、⑥の病  
鍔完でカバーする。  

宇摩医療圏に住むがん  
患者は、おもに新居浜・  

西条医療圏で受診する  
ため、②の病院が宇摩医  
療圏と新居浜・西条医療  
圏のがん患者をカバー  
する。  

松山医療圏   
新居浜一西条医療圏  

八挿浜・大洲医療圏  

（空白の医療圏）  

宇摩医療圏  

（空白の医療圏）  

宇摩医療圏のがん患者の流入  
による一部の新居浜・西条医療  
圏のがん患者の松山医療圏で  
の受診及び、比較的小規模な③  
の病院の診療支援のため、おも  
に④の病院でカバーする。  

（む 四国がんセンター★（H19．1．31〉  

（診 住友別子病院（H20．2．8）  

③済生会今治病院（H19．1．3り  

④ 愛媛大学医学部附属病院（H19．」．31）  

⑤ 県立中央病院（H19．1．31）  

⑥松山赤十字病院（H19．1．31）  

⑦ 市立宇和島病院（H20．2．8）  

宇和島医療圏  

一197－  

年間入院患者数   がんに係る薬 物療法（6－7  

の状況  治療件数（手術件数）6－7月の集計  
放射線治療     月の集計）   総和 ケア   

肺がん   胃がん手術   大腸がん手  術   肝臓がん   乳がん   年間患者実 数（1月～12 月）   薬物療法のベ 患者数   緩和  

更新  市立宇和  （1，826）  （19．4）  く50）  く2）  巴  （10）  （0）  （12）  （0）  （0）  皿  （12）  （0）  （181）  （0）  （126）  （113）  （43）  （72）  （0）     島病院   

1．626  18．3  106  3  3  皿  D  15  4  3  3  7  0  132  0  65  106  28  207  0   
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愛媛県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向 ［壷∃  

今治医療圏  
八幡浜・大洲医療圏に  
住むがん患者は、松山  
医療圏で受診するた  
め、おもに（9、⑥の病  
院でカバーする。  

宇摩医療圏に住むがん  
患者は、おもに新居浜・  
西条医療圏で受診する  
ため、②の病院が宇摩医  
療圏と新居浜・西条医療  
圏のがん患者をカバー  
する。  

松山医療圏   
新居浜・西条医療圏  

八幡浜・大洲医療圏  

（空白の医療圏）  

宇摩医療圏  

（空白の医療圏）  

宇摩医療圏のがん患者の流入  
による一部の新居浜・西条医療  
圏のがん患者の松山医療圏で  
の受診及び、比較的小規模な③  
の病院の診療支援のため、おも  
に④の病院でカバーする。  

① 四国がんセンター★（更新）  

② 住友別子病院（更新）  

（∋ 済生会今治病院（更新）  

④ 愛媛大学医学部附属病院（更新）  

（9 県立中央病院（更新）  

（診 松山赤十字病院（更新）  

⑦市立宇和島病院（更新）  

宇和島医療圏  

ー199－  

「盲亘i】  
愛媛県における各がん診療連携拠点病院の役割  

●本県におけるがん診療体制について  

本県の6つの2次医療圏のうち、宇摩医療圏及び八幡浜・大洲医療圏は、拠点病院としての要件を満たす医療機関がないため、がん診療については、地   

理的条件や交通事情、医療機能の集積状況等を踏まえ、それぞれ隣接する新居浜・西条医療圏、松山医療圏と一体的な診療体制を整備することにより、県  
内4つの『がん医療圏』として集約化を図った上で、各医療圏に拠点病院を配置し、県内全域をカバーできる体制を整備している。   

●松山医療圏に4病院を整備する理由（4病院：四国がんセンター、愛媛大学医学部附属病院、県立中央病院、松山赤十字病院）   
愛媛県入院患者調査（平成16年）の結果では、がん患者は高度な医療機能の集積する松山医療圏に集中する傾向が顕著である。  
（1）患者の受療動向  
県内のがんによる入院患者（病院の入院患者。以下同じ）の約印％が松山医療圏に集中し、松山医療圏に所在する病院の入院患者の31％は他の医療圏  
からの流入患者であり、県内の111病院の入院患者の昭％、松山医療圏に所在する病院の入院患者の75％（878人）を当該4病院で受け入れている。  
（2）他の2次医療圏との関係  
宇摩医療圏の患者の3割が隣接の新居浜・西条医療圏、2割が松山医療圏に流出し、新居浜・西条医療圏の患者の2割強も松山医療圏に流入しており、  
また八嶋浜一大洲医療圏の患者の4割強は、隣接する松山医療圏に洗出しているため、松山医療圏の拠点病院の診療支援は不可欠である。なお、今治医  
療圏は離島が多い等の地理的条件を考慮し拠点病院を整備するが、より高度な医療を行うには松山医療圏の拠点病院との連携が必要である。  

（3）拠点病院間の機能分担  
次頁「医療機関の機能・役割」のとおり   

よって、相互の機能や役割分担のもと、本県のがん診療の質的向上を図るための効率・効果的な体制を構築するとともに、県内のがん医療の均てん化を推  

進する観点から、他の医療圏を支援する体制を構築するために、がん専門病院である四国がんセンターを都道府県拠点病院とし、高度な診療機能を有し、従  
来から緊密な連携関係にある愛媛大学医学部附属病院、県立中央病院、松山赤十字病院の3病院が主導的役割を果していくことが不可欠である。   

●未充足要件について  
済生会今治病院は、年間入院がん患者数が621人（H20年1～12月）であり、12∞人を超えていない。これは、病床数171床という中規模病院であるこ   

とと、四国がんセンターの新築移転、複数常勤医師の退職・転任が影響していると思われるが、平成㌶年度から新たに常勤医師の派遣を得られる予定であ   
ることと、平成21年12月からリニアックが稼働したことにより、入院患者数は今後、増加に転じるものと見込まれる。今治医療圏では、150床を越える   
医療機関は3病院（うち1つは精神病床のみ）と、中小規模の病院が多い地域であるうえに、面積の3割以上が島峨部という交通が不便な地域を抱えてお   
り、今治医療圏の住民の利便性の確保、医療機関への的確な支援等を十分に行うためには、済生会今治病院が引き続き同医療圏の拠点病院として機能を担   
ったうえで、松山医療圏の拠点病院と連携することにより、今治医療圏のがん医療の充実を図る。  

市立宇和島病院では、もともと精神科を棲模しておらず、同医療圏にM以上の精神病床のみを有する正光会宇和島病院と連携・協力し、患者の治療を   
行っていたため、緩和ケアチームに精神科医師が配置されていなかった。今回の指定更新にあたり、正光会宇和島病院及び医師派遣を実施している愛媛大   

学医学部に精神科医の派遣を依頼していたが、医師不足の中で困難を要した。市立宇和島病院は宇和島医療圏のみならず、拠点病院が存在しない隣接する   
八幡浜医療圏も含めた南予地域で唯一の拠点病院であり、欠くことのできない重要な拠点病院であるため、県としても強く協力要請を行っていたところ、   
正光会宇和島病院から、平成毘年4月から週1回（半日若しくは1日）医師派遣に協力する申し出があり、市立宇和島病院では現在、正光金字和島病院か   

ら医師派遣を前提とした、緩和ケアチームの体制整備を行っている。  
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◆地域拠点病院（6病院）  
2次ニ  
医療圏・   医療機関の機能■役割   

宇摩（空白）  

新居浜・西条   東 予  住友別子 病院  ○空白の医療圏である「宇摩医療圏」を含め、東予地域において、高度ながん診療を行う。   
ム  リ▲  済生会今  ○離島の住民の診療、医療圏内の中小医療機関の支援を重点的に行い、中予地域の医療機関と連携しつつ、今治地域に   

ムJ▲          「l′臼   「   ′口   治病院  おいて高度ながん診療を行う。  

○特定機能病院及び大学病院として、高度ながん診療はもとより、次の機能を発揮する。  
・症例の少ないがんの診療を行う。  

愛媛大学            －がん診療のプロフェッショナルの育成等、専門職の養成を図る。  

医学部附  ・県内医師に対し、大学の教育機能を活かした研修を行う。  
属病院   ・医療機関への医師派遣を通じて、県内の医療技術の向上を図る。  

●特に、空白の「宇摩医療圏」も担当する住友別子病院（「新居浜・西条医療圏」）、比較的小規模である済生会今治病  
院（「今治医療圏」）の診療支援を行う。【松山44％、新居浜・西条19％、今治17％】  

○中予地域の拠点病院であるとともに、本県の基幹病院として、高度な医療を行う。  
○県内5医療圏にある県立5病院の拠点として、遠隔画像システムや医師派遣等を通じて各県立病院の診療支援を行  

中 予                                        県立中央            う。  
病院  ○造血細胞移植療法、ガンマナイフ治療等を特徴とする。  

OPET－CTセンターを稼動させ、県内全域の病院・診療所の検査機関として機能している。  
●特に、空自の「八幡浜・大洲医療圏」のがん患者の診療と医療機関の診療支援を行う。【松山70％、八幡浜・大洲20％】  

○中予地域において、高度ながん診療を行うとともに、「松山医療圏」の地域医療支援病院として医療圏内の医療機関  

宇和島   

と緊密な連携体制を築いている。  
松山赤十  

ホスピス病院と共同して∴緩和ケアも含めた在宅医療の充実を推進しており、がんにおける病病連携・病診連携、が  
字病院  

○大腸がん、肝がん等の診療体制が充実している。  
●特に、空白のりし幡浜・大洲医療圏」のがん患者の診療と医療機関の診療支援を行う。【松山85％、八幡浜・大洲10％】  

南予  市立宇和 島病院  ○南予地域において、高度ながん診療を行うことにより、医療圏内完結のがん診療体制を構築する。   

ー20ト  

40 福 岡 県  
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福岡県 平成21年4月1日現在の指定状況と患者受療動向  
M医療圏に住むがん患者は、L医  
療圏へ受診するため、⑩⑭⑮の病  
院でカバーする。  

J医療圏に住むがん患者  
は、同じブロック内のⅠ  

及びK医療圏である⑪⑫  
の病院でカバーする。  

【医療圏】  
A福岡・糸島医療圏  
B粕屋医療圏  
C宗像医療圏■  
D 筑紫医療圏  
E 朝倉医療圏  
F 久留米医療圏  
G八女・筑後医療圏  
H 有明医療圏  
l飯塚医療圏  
J直方・鞍手医療圏  
K 田川医療圏  
L 北九州医療圏  
M京築医療圏  

C7 も  C医療圏に住むが  
ん患者は、A及び  
B医療圏へ受診す  
るため、①～⑥の  
病院でカバーする。  

A及びL医療圏に  

おいては、政令指  
定都市を含むため  
圏内人口が多いだ  
けでなく、，県内がん  

患者のそれぞれ約  
3割が受癒してい  

るため、複数配置  
としてがん医療の  
充実を図っている。  

C医療圏（空白）  

J医療圏（空白）  

M医療圏（空白）  

D医療圏（空白）  

E医療圏（空白）  E医療圏に住むがん  

患者は、F医療圏へ  
受診するため、主に  
（…x身の病院でカバー  

する。  

【拠点病院指定状況】  
（D九州がんセンター★（平成20年2月8日）  
②九州大学病院★（平成20年2月8日）  
（卦九州医療センター（平成20年2月8日）  
④済生会福岡総合病院（平成20年2月8日）  
⑤福岡大学病院（平成20年2月8日）  
⑥福岡東医療センター（平成20年2月8日）  
⑦久留米大学病院（平成20年2月8日）  
（診聖マリア病院（平成20年2月8日）  
⑨公立八女総合病院（平成20年2月8日）  
⑩大牟田市立総合病院（平成20年2月8日）  
⑪飯塚病院（平成20年2月8日）  
⑫社会保険田川病院（平成20年2月8日）  
⑬北九州市立医療センター（平成20年2月8日）  
⑭九州厚生年金病院（平成20年2月8日）  
⑮産業医科大学病院（平成20年2月8日）  

D医療圏に住むがん患者  
は、A医療圏へ受診する  
ため、（D～⑤の病院でカ  
バーする。  

◎県内を4つに分けた各ブロックごとに整備を行う。  
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資料2－1  

福岡県 診療実績等の比較  

年間入院患者蘭   
治療件数（手術件数）6月－7月  の状況  放射線治療   がんに係る薬物 療法（6月－7月）   緩和 ケア  相談麦 援セン ター  地域 連携  

都  肺がん  患者実数  
道  

胃がん   大腸がん   肝臓がん   乳がん ■    （1月－12月）    のべ患者数  

年間新  緩和ケ  

府 県  病院名  
アチー ムに対  

0「  乳房再  
緩セン  

地  内視鏡  
建碑（乳  

する新  
域   規診療   

12 月）  者の割 合（％）  

R）   
入院が ん患者 数（†月   

うもの   
月）   

★  更新  九州がんセンター   （5，435）  （87．4）  （156）  （り  （27）  （9）  （0）  （16）  （0）  （7）  （0）  （59）  （0）  （742）  （29）  （537）  （361）  （60）  （596）  （8）  
4．781  88．3  176  4  14  9  2  24    4  9  60  0  771  35  584  394  84  408  0   

2  ★  更新  九州大学病院   （6．475）  （33，0）  （485）  （18）  （4）  （8）  （3）  （8）  （7）  （18）  （2）  （37）  （0）  （1．210）  （80）  （375）  （23g）  （45）  （144）  
8．771  44，0  1．387  21  10  16  6  12  5  12  6  37  0  1．170  58  430  364  40  205  0   

3    更新  九州医療センター  （4，474）  （29．り  （217）  （5）  皿  （19）  町  （20）  （0）  （3）  （2〉  （17）  （0）  （454）  （36）  （264）  （581）  （2）  （67）  （0）      4 
．150  27．1  370    22  20  0  32  3  2  5  20  0  204  28  252  314  3  78  0   

4    更新  済生会福岡総合病院  （1．716）  （19．5）  （12り  皿  （3）  （7）  （0）  （8）  （6）  （2）  （12）  （9〉  （0）  （252）  （0）  （113）  （207）  （15）  （291）  （0）  
1．776  19．4  128    6  7  0  24  4  3  5    0  294  0  93  135  18  51  

5    更新  福岡大学病碗   （2．910）  （20．1）  （175）  （lり  （9）  （5）  （0）  （12）  （2）  （4）  （0）  （18）  （0）  （493）  （17）  （158）  （88）      （2）  
2，231  15．5  316  23  13  17  4  23  6  0  20  9  0  620  15  266  158  21  172  3   

（332）  （4．9）  （46）  （8）  （3）  （5）  （0）  （7）  （0）    （4）  （4）  （0）  （185）  （0）  （101）  （41）  （0）  （15）  
6    更新  相同東医療センター  728  10．5  49  6  5  8  0  7  2  6  4  3  0  208  0  93  38    29  4   

7    更新  久留米大学病院   （4，610）  （28．2）  （258）  （12）  （7）  （21）  （0）  （18）  （3）  （1（i）  （30）  （15）    （876）  （2り  （271）  （283）  （21）  （99）  （0）  
4．588  28．2  315  15  2  26  0  20  4  21  58  14  0  923  20  417  477  14  66  0   

8    更新  聖マリア病院   （1．801）  （11．4）  （141）  （0）    （12）  （0）  （9）    （4）  （2）  （7）    （218）  （39）  （183）  （241）  （2）  （21）  （0）  
1，886  12．5  81    0  6  0  14    0  0  8  ■1  19（i  142  101  101  9  38  0   

※（）内は平成卑0年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと  
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。  
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資料2－2  

福岡県 診療実績等の比較  

年間入院患者敬   
治療件数（手術件数）6月～7月  の状況  

放射綽治療   がんに係る薬物 療法（6月～7月）   緩和 ケア  相談支 揺セン ター  地域 連携  

都  肺がん  
道  

胃がん   大腸がん   肝臓がん   乳がん   患者実数 （1月－12月）   薬物療法 のべ患者数  

年間新  
緩和ケ  
アチー ムに対  府 県  申請 区分   病院名  

乳房再  する斬  
建桁（乳  

規診療  

入院が ん患者 数（1月 ′〉12   

者の訓 全土払）   

うもの  

9    更新  公立八女総合病院  （1．323）  （21．3）  （173）  四  （3）  （12）  （0）  （6）  町  匹  （30）  （4）  （0）  （195）  （0）  （61）  （85）  （6）  （39）  （0）  
1．340  22．2  143  2  4  10  2  5  2  3  5  n  0  131  0  50  120  4  52  0   

10    更新  大牟田市立総合病院  （974）  （13．8）  （97）  （0）  匹  （0）  （0）  （7）  （0）  （3）  （6）  （6）  （0）  （177）  （4）  （89）  （325）  （3）  匹  （0）      1．500  21．3  98  0  l  4  2  ロ  0  2  3  9  0  皿  2  皿  110  9  15  0   

更新  飯塚病院   （3．598）  （21．8）  （599）  （14）  （8）  （14）  匹  （20）  （10）  皿  （23）  （16）  （0）  （401）  （14）  （674）  （531）  （2）  （8）  （0）  
4．135  24．8  656  10  6  21  l  4  10  12  0  19  0  388  13  446  264  17  12  0   

12    更新  社会保険田川病院  （1．225）  （23．0）  （82）  （0）  （り  （19）  匹  （13）  （7）  （0）  四  （5）  （0）  （0）  （0）  （24〉  （68）  皿  匹  （0）  
1，376  24．7  48  0  0  8  l  5  5  0  l  6  0  17  0  34  75  10  58  0   

13    更新  北九州市立医療センター  （3．811）  （40．0）  （232）  （19）  （19）  （9）  （0）  匹  （6）  （5）  （0）  （55）  （0）  （735）  （81）  （926）  （913）  （10）  （226）  （0）  
3．811  41．3  264  4  13  9  ■  4  5  2  0  64  0  526  14  231  466  円  165  0   

14    更新  九州厚生年金病院  （4．125）  （32．5）  （198）  （り）  （4）  町  匹  四  四  （2）  （15）  （22）  （0）  （361）  （30）  （160）  （550）  （43）  （57）  （0）  
4．316  33．5  194  13  l  13  l  8  13  2  19  20  0  375  41  197  497  47  123  0   

15    更新  産業医科大学病院  （乙957）  （28．5）  （228）  （7）  （13）  （8）  （6）  （6）  田  （4）  （6）  （12）  （0）  （734）  （9）  （224）  （229）  （10）  （209）  （0）  
3，051  26．9  240  l  15  l  l  6  5  4  7  5  0  891  8  174  199  15  34  0   

※（）内は平成20年10月未提出の数値、下段は平成21年10月未提出の数値※申請区分は資料3の作成要領を参照のこと  
※一枚につき11病院を超える場合には、2枚にわたって表を作成してください。  
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福岡県 平成22年度の指定推薦等状況と想定される患者受療動向  

J医療圏に住むがん患者は  
同じブロック内のl及びK  
医療圏である⑪⑫の病院で  
カバーする。  

M医療圏に住むがん患者は  
L医療圏へ受診するため、  
⑬⑭⑮の病院でカバーする  

○  
一も・  【医療圏】  

A福岡■糸島医療圏  
B粕屋医療璃  
C宗像医療圏  
D筑紫医療圏  
E朝倉医療圏  
F 久留米医療圏  
G 八女・筑後医療圏  

H 有明医療圏  
Ⅰ飯塚医療圏  
J直方・鞍手医療圏  
K田川医療圏  
L北九州医療圏  
M京築医療圏  

くア も  C医療圏に住むが  
ん患者は、A及び  
B医療圏へ受診す  
るため、①～⑥の  
病院でカバーする。  

A及びL医療圏に  
おいては、政令指  
定都市を含むため  
圏内人口が多いだ  
けでなく、県内がん  
患者のそれぞれ約  
3割が受療してい  

るため、複数配置  
としてがん医療の  
充実を図る。  

C医療圏（空白）  

J医療圏（空白）  

M医療圏（空白）  

D医療圏（空白）  

E医療圏（空白）  
E医療圏に住むがん  
患者は、F医療圏へ  
受診するため、主に  
⑦⑧の病院でカバー  
する。  

D医療圏に住むがん患者  
は、A医療圏へ受診する  
ため、①－⑤の病院でカ  

バーする。  

【拠点病院指定状況】  
①九州がんセンター★（更新）  

②九州大学病院★（更新）  
③九州医療センター（更新）  
④済生会福岡総合病院（更新）  
⑤福岡大学病院（更新）  
⑥福岡東医療センター（更新）  
⑦久留米大学病院（更新）  
⑧聖マリア病院（更新）  
⑨公立八女総合病院（更新）  
⑩大牟田市立総合病院（更新）  
⑪飯塚病院（更新）  
⑫社会保険田川病院（更新）  
⑬北九州市立医療センター（更新）  
⑭九州厚生年金病院（更新）  
⑮産業医科大学病院（更新）   ◎県内を4つに分けた各ブロックごとに均てん化を図る。  
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福岡県 がん診療連携拠点病院の整備について  

1 整備方針   
現在と同様、県拠点病院2か所、地域拠点病院13か所を、以下のとおり整備する。  
（1）福岡県がん診療連携拠点病院の整備   県内2か所  
以下の機能を重視して整備する。  
ア 連携及び調整横磯   イ がん登録の推進機能   り 教育及び研修機能   

（2）地域がん診療連携拠点病院の整備  県内13か所  
二次医療圏単位を基準とし、二次医療圏に指定要件を満たす医療機関がない場合は、県内を4つ（福岡、筑後、筑豊、北九州）に分け  

2 福岡県がん診療連携拠点病院   
福岡県においては、がんの診療及び連携体制を強力かつ効果的に推進するため、これまでと同様に九州がんセンターと九州大学病院の2か所   
を推薦する。   
【2か所を推薦する理由】   
○ 福岡県におけるがん医療は、県外からの患者の流入も認められることから、九州全域を網羅する必要があるといっても過言ではない。そ  
のため、より高度で広範囲ながん医療の提供が求められる。  

○ 両病院とも、県拠点病院としての要件を充分満たしているが、がん診療情報ネットワークやがん登録については九州がんセンターがより  
優れた機能を持っている。一方、高度で専門的ながん医療の提供や専門医師の育成等には、大学病院の主体的関与が必須であり、福岡県で  
は、県内4大学が「九州がんプロフェッショナル養成プラン」として、共同で実施することとなっており、九州大学病院は、その代表とし  
て、他の3大学病院から推薦を受けている。  

○ 現在、がん対策やがん医療に対する県内の医療機関の関心は非常に高まっており、今年度新規に拠点病院指定を希望する病院もあった。  
このような状況の中、県内のがん医療を牽引し、医療機関間のネットワークを構築するためには、九州がんセンターと3大学病院の推薦を  
受けた九州大学病院が互いに協力し合い、先駆的・指導的役割を果たしていくことが必要不可欠である。  

○ 平成20年2月8日に指定を受けて以来、両県拠点病院は相互に協力し合いながら拠点病院の指定を受けて間もない医療機関も多い  
本県の拠点病院の中において、先駆的・指導的役割を果たしていると考えられる。特に、連携協言裳会においては、互いに役割分担し  
ながら3つの専門部会を設置し、専門部会の下部組織であるワーキングチームについても積極的に開催することなどにより、本県に  
おけるがん医療提供体制の充実を図ってきたところである。  
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福岡県 がん診療連携拠点病院の整備について  

3 地域がん診療連携拠点病院   
福岡県においては、現在地域拠点病院として指定を受けている下記13病院について、指定更新の推薦を行う。  
○ 二次医療圏の単位を念頭に置き、県内を4つ（福岡、筑後、筑豊、北九州の4圏域）に分けたブロック単位で整備する。   
○ 地域がん診療連携拠点病院を二次医療圏数と同じ13病院推薦し、推薦医療機関が存在しない空白の二次医療圏も存在するが、下    記の受療動向や人口等を考慮したブロック単位での整により 

備、県内のがん医療の均てん化を図ることができ、より効率的ながん診  
療を提供できると考える  

糸島医療圏への一極集中的な医療状況にあり、県全域へ貫の高い医療の提供のためにはある程度の集約化が必要  当県においては、福岡  

福岡・糸島  

であること  

○ 推薦する  
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